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由良川魚類調査（魚類相）シート
調査日 ＊データは他の班のものも見せてもらって全てのものを共有すること！！

班 メンバー（

調査場所 芦生研究林内（長治谷）
調査時間 時　 分～　 時 分 時 分～ 時 分 時 分～ 時 分
採集個体数（うち持ち帰り数）
ウナギ目ウナギ科
ウナギ （ ） （ ） （ ）
コイ目コイ科
アブラハヤ （ ） （ ） （ ）
ウグイ （ ） （ ） （ ）
オイカワ （ ） （ ） （ ）
カワムツ （ ） （ ） （ ）
コイ （ ） （ ） （ ）
タカハヤ （ ） （ ） （ ）
フナ類 （ ） （ ） （ ）
ニゴイ （ ） （ ） （ ）
ヌマムツ （ ） （ ） （ ）
その他コイ科 （ ） （ ） （ ）
コイ目ドジョウ科
アジメドジョウ （ ） （ ） （ ）
シマドジョウ （ ） （ ） （ ）
スジシマドジョウ
ドジョウ （ ） （ ） （ ）
ナマズ目アカザ科
アカザ （ ） （ ） （ ）
ナマズ目ギギ科
ギギ （ ） （ ） （ ）
サケ目サケ科
ヤマメ （ ） （ ） （ ）
サケ目アユ科
アユ （ ） （ ） （ ）
ダツ目メダカ科
メダカ （ ） （ ） （ ）
スズキ目スズキ科
オヤニラミ （ ） （ ） （ ）
スズキ目ハゼ科
ゴクラクハゼ （ ） （ ） （ ）
ヌマチチブ （ ） （ ） （ ）
ヨシノボリ類 （ ） （ ） （ ）
その他の魚類 （ ） （ ） （ ）
合計種数
合計個体数
多様度指数
＊シンプソンの多様度指数　群集の中の種iの個体数の割合がpiの場合　SID = 1‒Σpi2
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棘 軟条

鰭式の見方

実習内容
（１）各自一人 1匹担当，魚を取ってくる．シャーレ・バットに入れて．
（２）2人一組で手分けして種同定（図鑑をめくる係と形質を確認する係）．魚類検索を使
　　うこと．「科」がなかなかわからなければ質問する事．
（３） 科・種の特徴を列挙．標準体長の測定．背鰭・臀鰭・胸鰭・腹鰭の鰭式．
（４） レポートにまとめて提出．

標準体長

背鰭
Dorsal fin (D)

胸鰭
Pectoral fin (P1)

腹鰭
Pelvic fin (P2)

臀鰭
Anal fin (A)

尾鰭
Caudal fin 
(C)

魚の基本形態

魚類学実習（外部形態編）

根本で数える

標準和名：○○○
学名：Aaaa bbbb
標準体長：○○mm

学名はイタリック（イタリックであることを示すにはアンダーラインを引く）

D IX-15; A 13; P1 17; P2 I, 2
↑鰭式を自分の調べた個体で書いてみる．背鰭，臀鰭，胸鰭，
腹鰭だけでOK. 図鑑の範囲にあるかどうかもチェック． 

レポート
・担当の魚の標準和名，学名，標準体長，鰭式（背鰭，臀鰭，胸鰭，腹鰭のみ．鰭条のない魚は省く )．
・体長はノギスで測る．使い方が分からなければ聞くこと．
・その魚と同定した根拠は？形態的特徴を書き出してみる（科レベル，種レベル）．
・形態的特徴と生態との関係を考えてみる．班の中で他の魚とも比較しながら．
　（午後の内部形態の観察内容を組み込んでもOK）

例

側線（Lateral line)

側線有孔鱗（LLP）魚類検索の「魚類概説」page xv を参照．
棘はローマ数字（I, II, III, IV, V, ・・・），軟条はアラビア数字．
棘と軟条の間は「，」．鰭が２つ以上のパートに分かれる場合は「-」でつなぐ．
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Byblis japonicus Apogon semilineatus
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Coilia nasus
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Oithona

Microsetella

Pseudodiaptomus marinusAcartia

Oncaea

Acartia erythraea

Labidocera pavo
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Pseudodiaptomus
marinus

Pseudocalanus
minutus

Tortanus
forcipatus

Oithona Hemicyclops
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2018 II  
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1 Simpson

2 Shannon-Wiener

Pi = ni/N ni i N

1

2 Indicator species analysis (Dufrêne & Legendre, 1997)

D = 1 – ΣPi
2

i = 1

S

H’ = – ΣPi
2 ln Pii = 1

S
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3．平成30年度公開実習

（5）博物館実習（館園業務）
平成30年12月16日～12月20日



( ) ( )
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FAX

E-mail maizuru@adm.kais.kyoto-u.ac.jp
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2010 Pages 121-139 in 

 
Iwai T. 1972. Scientific publications of the 

late Professor Kiyomatsu Matsubara. 
Japanese Journal of Ichthyology, 19(4): 
212–216. 

Kai Y. 2015. Fish collection and ichthyology 
at Kyoto University. Kyoto University 
Research Activities, 2015: 9–13. 

Matsubara K. 1943. Studies on the 
scorpaenoid fishes of Japan. Vol. I–II. 
Transactions in Sigenkagaku 
Kenkyusyo, 2: 1–486. 

Matsuura, K. 1997. Fish collection building 
in Japan, with comments on major 
Japanese ichthyologists. In Pietsch, T.W. 
and Anderson, Jr., W.D. (eds), Collection 
building in ichthyology and herpetology, 
pp 171–182, American Society of 
Ichthyologists and Herpetologist Special 
Publication Number 3, Allen Press Inc., 
Kansas. 
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Pages 205-216 in 

 
Mayr E. 1942. Systematics and the Origin 

of Species from the Viewpoint of a 
Zoologist. Columbia University Press, 
New York  
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Nelson JS, Grande TC, Wilson MVH. 2016. 
Fishes of the World. John Wiley & Sons, 
Inc., New Jersey  
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この実習で知って欲しいこと
・魚類の基本形態
・日本海の魚類の多様性
・自然史博物館の役割

魚類学実習

今日の実習ですること
・魚の名前を調べる（同定）
・標本の作成（博物館標本として登録）
・標本室の見学

（１）担当する魚をバットに入れて持ってくる
　　・一人 1個体担当
　　・汚れやヌメリがあるときはきれいに洗っておく
　　・氷を入れておくこと
（２）同定作業
　　・「日本産魚類検索」を使う
　　・はじめに「科」の検索→「種」の検索
　　・同定した根拠をメモしておくこと
　　・手元の標本の鰭式（D, A，P1のみ）をメモ，
　　　図鑑の値と矛盾しないことを確認しておく
（３）FAKU番号に登録
　　・台帳に「学名・和名・採集場所・日付・採集者」
　　　を書き入れる．データベースにも登録
　　・番号タグを切り取る（写真１）
（４）DNA用組織の採取
　　・体の右側面から 5mm角程度の筋肉（写真２）
　　・皮・鱗が混じらないようにする
　　・コンタミしないようにハサミを清潔に（アルコールランプでハサミを焼く）
　　・2ml のチューブに 99％EtOHで保管（鉛筆で FAKU番号と種名を記載：写真３）

背鰭（Dorsal fin)：D　
臀鰭（Anal fin): A
胸鰭（Pectoral fin): P1
腹鰭（Pelvic fin): P2

シロメバル（和名）
Sebastes cheni Barsukov, 1988（学名）

標準体長

背鰭

胸鰭
腹鰭

臀鰭

尾鰭

魚の基本形態作業手順

（５）鰭立て -１
　　・魚は左向き，発泡スチロールの上で虫ピンを使い，丁寧に鰭を立てていく（写真４）
（６）スケッチ
　　・基本的に魚体の左側をスケッチ
　　・魚類検索のスケッチを目標に（軟条は書く必要なし）
　　・棘数，鰭の位置など正確に書く
　　・下図のみ書いたら７へ進む（固定後，写真をみつつペンで仕上げていく）
（７）鰭立て -２
　　・ホルマリン（劇物）を扱う（保護メガネ・手袋を着用．作業はドラフト内）
　　・ホルマリン原液を筆で鰭に塗り，10分ほど待つ
（８）写真撮影（写真５）
　　・基本的に魚体の左側を撮影
　　・水を張ったバットの中で撮影する
　　・バックは魚の鰭や体色により，黒・白を選ぶ
（９）固定
　　・木綿の糸にタグを付け，下顎に取り付け（写真６）
　　・10％ホルマリン中に投入
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鰭式の見方
魚類検索の「魚類概説」page xv を参照．
棘はローマ数字（I, II, III, IV, V, ・・・）で，軟条はアラビア数字で示す．

I
II III IV V VI VII VIII

IX X 1 2 3 4
5
6

7
8

D X, 8

A III, 8I II III 1 2 3 45
6 7
8

P2 I, 5

I

1
2
3

4
5

I
II III IV

V
VI

VII
VIII

1
2 3

45
678

D VIII-9

9

根本で数える

棘 軟条

・背鰭，臀鰭，胸鰭，腹鰭の鰭式
・鰭がない場合は書かなくて良い

標準和名：○○○
学名：Aaaa bbbb
標準体長：○○mm

学名はイタリック．
イタリックであることを示すには
アンダーラインを引く．

D IX-15; A 13; P1 17; P2 I, 2
↑鰭式を自分の調べた個体で書いてみる．背鰭，臀鰭，胸鰭，
腹鰭だけでOK. 図鑑の範囲にあるかどうかもチェック． 

例

（１０）レポート
　　・スケッチを完成させる
　　・レポートに写真を貼り，種名（和名・学名），標準体長，特徴など（同定した根拠）を記入
　　・スケッチと特徴に矛盾がないか確認
　　・手元の標本の鰭式も記入（D, A, P1 のみで良い）
　　・生態的な情報なども図鑑から集め，簡単な「種の解説」を作成しレポートとする
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魚類学実習レポート

標準和名：
学名：
標準体長：　　　　　　mm

形態的特徴（科レベル・種レベル）：

採集場所：　

（所属）　　　　　　　　　　　　（名前）

ここに写真を貼る

鰭式：D 　　　; A 　　　　; P1 　

その他生態的特徴など（図鑑などを参考にしながら）
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平成30年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実施状況ー 
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1 2 1 cm 1 1 1

2 50% 1 cm 0.5 mm

3 50%

4

5 50%

6 1

7

8 10

1 RATOC

2

3

4

Sagitta (20150304, XX mmSL)

10. 0 mm

0.13 mm

38

2019 3 14
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RATOC

1

1-1

1-2 Jiseki5

1-3 File New

1-4 OK 1

2

2-1

2-2 OK

2-3

2-4

2-5 1

3

3-1 File Save as

3-2

3-3

4

/

1 /

/

平成30年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実習テキストー 

163



平成30年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実習写真ー 

164



平成30年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実習写真ー 

165



平成30年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実習写真ー 

166



4．情報提供と発信
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